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※事務局記入欄 

№ 186 

【様式２】 

エントリー学校名：宇都宮大学共同教育学部附属小学校 

活動名：  

コロナ禍における学習支援 

教材配信による家庭学習のサポート 

解決すべき課題：新型コロナウィルスによる３か月に及ぶ学校長期休業。この休業期間中の子供たちの学び

の保障と，年間の教育課程を見通した上でのカリキュラムの進行が，緊急に解決すべき課題となった。 

目標・方針：当初，休業期間の予定は３月までであったが，新型コロナウィルスの感染状況によって４月，

５月と休業期間が延長されていったため，それぞれの期間で以下のような方針でインターネットを通じた学習支

援を行った。また，作成した教材は他校でも広く活用してもらえるようにした。 

①３月：該当学年の未履修内容について，家庭で学習できるようワークシートの作成や課題の設定を行う。 

②４月：新学年のカリキュラムは進めず，各教科の学習への興味・関心を高め，子供たちの自主的，自発

的な学習を促す学習支援動画等の教材を作成する。 

③５月：新学年のカリキュラムを進め，学校での授業時数と同じだけの学習ができるように，全教科領域のワ

ークシート，学習支援動画等の教材を作成する。 

活動内容：  

① 各教科担当者による学習支援動画の作成。（本校は教科担任制）動画作成数全教科合計２３８ 

（写真１～３） 

② 学校 HP，PTA の HP，宇都宮市教育情報システムを通じた，ワークシート，動画等の配信。 

③ インターネット環境が整わない家庭向けの，紙ベースでの教材の準備と配布。 

④ 教育委員会，メディアを通じた本校の取組みの周知。 

活動の成果：  

 保護者アンケートの結果（表１）より，全学年とも「説明が分かりやすかった」「動画を見ながら学習できた」

という回答が多く，家庭学習の支援として効果的であったと考えられる。また，低学年においては，「先生の顔

が見られて安心した」という回答が多く，長期休業から来る不安に対して，動画を通して担任，教科担任の

顔を見ることができたことで安心感を与えられた。 

 表２，表３より，本校ホームページのコロナ対策関連ページへのアクセス数が多く，宇都宮市以外からも多

数のアクセスがあり，宇都宮市内外の学校で本校の取組みを広く活用していただけたと考えられる。 

アピールポイント（アイディアや工夫）：  

・ 音楽，体育等の実技教科を含めて，多くの教科で学習支援動画を作成し配信したこと。 

・ 双方向通信によるオンライン授業の環境が整わない中で，休業中の子供たちの学びを保証できたこと。 

・ 年間の教育課程を見通して新学年のカリキュラムを進めたことで，夏休み等の長期休業の削減を最小限に

抑え，子供と教職員の負担を減らすことができたこと。 

・ 教育委員会，メディアを通じて情報を発信したことで，市内はもちろん，他県の学校でも教材を活用して

もらえたこと。 
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コロナ対策関連ページ 

表１ 学習支援動画についての保護者アンケート結果 

表２ 本校ホームページ市町村別アクセス数 

表３ 本校ホームページアクセス数 




